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〔
刑
法
　
七
〕
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
事
例

一刑第昭昭
集一和和
一審三三
四　一五
雀伊年年
六蝕＿四
號三あ月
七島）二
四簡第六
八裁三日
頁　九最
　第八高
　二一裁
　審號第
　　窃三
　高盗小
　松被法
　高告廷
　裁事判
　　件決

　　　棄
　　　却

一

　
【
判
示
事
項
】
　
譲
渡
擢
保
に
と
つ
た
貨
物
自
動
車
の
所
有
櫨
が
債
灌
者
に
臨

馬
し
た
と
し
て
も
、
債
務
者
側
に
お
い
て
引
き
績
き
占
有
保
管
し
て
い
る
右
自

動
車
を
無
蜥
で
債
権
者
が
運
び
去
る
所
爲
は
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
。

　
【
塾
照
條
交
】
刑
法
第
…
二
五
條
、
同
第
こ
四
二
條

　
【
事
實
】
被
告
人
は
昭
和
二
八
年
一
二
月
二
五
日
午
後
一
時
頃
E
縣
U
郡
丁

村
一
三
七
〇
番
地
先
道
路
上
に
あ
つ
た
會
肚
更
生
法
に
よ
る
更
生
會
肚
で
あ
る

　
　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究

丁
製
紙
株
式
會
肚
の
管
財
人
K
ら
の
保
管
に
か
か
る
E
一
－
二
一
二
六
號
の
普

通
貨
物
自
動
軍
一
毫
を
ほ
し
い
ま
ま
に
氏
名
不
詳
の
丁
縣
人
を
し
て
運
輔
さ
せ

て
被
告
人
の
倉
庫
ま
で
蓮
び
去
つ
た
。

　
第
一
審
裁
剣
所
は
右
の
事
實
を
認
定
し
て
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
が
、

第
二
審
（
原
審
」
も
こ
の
黙
で
は
一
審
到
決
を
麦
持
し
た
〔
、
但
し
量
刑
の
黙
で

破
棄
、
自
剣
し
て
、
一
審
で
は
懲
役
六
月
、
執
行
猶
豫
二
年
で
あ
つ
た
の
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
　
（
一
六
九
五
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

懲
役
参
月
、
執
行
猶
豫
一
年
と
し
た
）
。

　
第
二
審
の
到
決
要
旨
は
概
ね
左
の
通
り
で
あ
つ
た
。

　
e
窃
盗
罪
は
他
人
の
所
持
、
占
有
を
侵
し
て
自
己
叉
は
第
三
者
の
占
有
に
移

す
と
き
に
成
立
す
る
。
そ
し
て
そ
の
所
持
叉
は
占
有
と
は
、
い
ず
れ
も
抽
象
的

な
法
律
關
係
で
は
な
く
、
財
物
に
封
す
る
具
髄
的
な
事
賛
上
の
支
配
で
あ
る
。

・
…
：
本
件
犯
行
當
時
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
所
有
灌
の
飾
薦
に
つ
い
て
は
、

被
澹
保
債
灌
に
封
す
る
前
示
會
肚
か
ら
の
辮
濟
の
充
當
の
關
係
が
不
明
確
な
た

め
、
民
事
裁
判
に
よ
ら
な
け
れ
ば
こ
れ
を
確
定
し
難
い
が
、
假
り
に
同
自
動
車

の
所
有
椹
が
被
告
人
に
あ
つ
た
と
し
て
も
、
本
件
被
告
人
が
同
自
動
車
を
占
有

し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
管
財
人
達
の
占
有
を

侵
し
て
實
力
を
も
つ
て
同
自
動
車
を
奪
い
去
つ
た
被
告
人
の
所
爲
は
窃
盗
罪
に

當
る
。

　
目
被
告
人
が
本
件
自
動
車
の
所
有
灌
も
管
理
槽
も
法
律
上
は
自
己
に
あ
る
と

信
じ
て
い
た
と
し
て
も
倫
犯
意
な
し
と
は
い
え
な
い
し
、
叉
、
こ
の
場
合
は
窃

盗
罪
そ
の
他
の
罪
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
軍
な
る
法

の
不
知
で
あ
つ
て
犯
意
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
目
そ
の
他
違
法
性
叉
は
責
任
を
阻
却
す
る
事
由
は
な
い
。

　
㈲
以
上
の
如
く
握
訴
理
由
は
い
ず
れ
も
認
め
難
い
が
、
被
告
人
に
は
本
件
自

動
車
の
引
渡
し
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
、
自
力
救
濟
も
ま
た
止
む
を
得
な
い
と

考
え
て
實
力
行
使
に
出
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
他
情
歌
上
、
原
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
　
　
（
一
六
九
六
）

の
刑
は
過
重
と
認
め
ら
れ
る
の
で
刑
訴
法
三
八
一
條
三
九
七
條
一
項
に
よ
り
原

到
決
を
破
棄
し
、
同
法
四
〇
〇
條
但
書
に
よ
り
更
に
到
決
す
る
。

　
右
に
封
し
て
辮
護
人
は

　
e
原
審
の
読
示
に
よ
る
と
、
本
件
貨
物
自
動
車
の
所
有
椹
が
債
務
者
側
、
債

槽
者
側
の
い
ず
れ
に
あ
る
に
し
ろ
、
と
も
か
く
被
告
人
は
他
人
の
占
有
を
侵
害

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
と
到
断
し
て
い
る
が
、
窃
盗
罪

の
保
護
法
盆
は
所
有
槽
の
み
で
な
く
他
人
の
占
有
状
態
の
保
護
で
も
あ
る
こ
と

は
刑
法
が
二
四
二
條
を
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
肯
定
せ
ざ
る
を
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
條
に
い
う
「
他
人
ノ
占
有
」
中
に
は
、
不
法
占
有
、
権
利

に
基
づ
か
な
い
占
有
を
含
ま
な
い
の
で
あ
る
　
（
大
審
院
判
例
）
。
し
か
る
に
原

判
決
は
、
所
有
権
の
蹄
周
、
占
有
の
適
法
違
法
を
確
定
し
な
い
で
、
た
だ
自
動

車
を
會
肚
が
使
用
し
て
い
た
と
い
う
事
實
關
係
の
み
に
着
目
し
、
そ
れ
を
直
ち

に
法
律
上
保
護
に
値
す
る
占
有
と
み
る
の
で
あ
る
が
、
謹
接
（
費
渡
契
約
書
、

誓
約
書
）
に
よ
る
と
、
本
件
自
動
車
は
昭
和
二
七
年
一
月
二
三
日
限
り
債
穫
者

で
あ
る
被
告
人
に
引
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
約
束
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
同
日
以
後
の
會
肚
側
の
占
有
保
管
は
明
ら
か
に
不
法
で
あ
つ
て
、
刑
法

上
の
保
護
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
こ
れ
を
蓮
び
去
つ
て
も
窃
盗
罪

を
構
成
す
る
い
わ
れ
は
な
い
。

　
働
原
判
決
が
、
法
律
の
錯
誤
の
理
論
に
よ
つ
て
被
告
人
に
故
意
の
成
立
を
認

め
た
の
は
、
刑
法
三
八
條
三
項
の
解
羅
を
誤
り
、
ひ
い
て
は
①
大
審
院
到
例



（
駄
塑
紐
賠
童
棚
螢
館
）
、
図
高
裁
到
決
（
魁
嘩
識
麺
礪
藪
郷
郷
蜘
輩
酢
凧
朋
措
艶
日
）
、

⑧
最
嚢
謂
（
隅
鯉
禁
枕
羅
霜
逡
灘
備
撃
製
甥
描
館
責
、
）

と
相
反
す
る
到
臨
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
右
諸
判
例
は
、
非
刑
罰
法
規
を

誤
解
し
た
結
果
、
事
費
に
錯
誤
を
生
じ
た
場
合
を
事
實
の
錯
誤
と
し
て
故
意
を

阻
却
す
る
と
し
て
い
る
。
被
告
人
は
、
本
件
貨
物
自
動
車
の
所
有
灌
も
管
理
権

も
と
も
に
自
分
に
あ
る
の
だ
か
ら
こ
れ
を
持
つ
て
來
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
考

え
て
自
動
車
を
蓮
び
去
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法
二
四
二
條
叉
は
二
三
五
條

の
構
成
事
實
で
あ
る
一
適
法
な
占
有
」
と
い
う
事
寳
の
馳
に
錯
誤
を
生
じ
た
も

の
で
、
結
局
事
實
の
錯
誤
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

　
【
判
旨
】
　
上
告
棄
却

　
e
上
告
趣
意
第
一
黙
の
所
論
は
、
不
法
占
有
が
窃
盗
か
ら
保
護
さ
れ
る
べ
き

法
盆
と
な
り
得
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
當
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
す
で
に

　
へ
判
例
①
〕

①
一
正
當
の
灌
利
を
有
し
な
い
者
の
所
持
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
所
持
は
所
持
と

し
て
法
律
上
の
保
護
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
盗
鮭
物
を
所
持
す
る
者
に
封

し
恐
喝
の
手
段
を
用
い
て
そ
の
賠
物
を
交
付
さ
せ
た
場
合
に
は
恐
喝
罪
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
判
例
②
）

る
。
」
と
い
う
到
決
（
湘
賄
聖
、
轟
鄭
蛾
野
に
辺
砺
蟹
二
璽
麺
蔓
一
萌
）
、
⑧
「
元
軍
用
ア

ル
コ
ー
ル
が
か
り
に
い
わ
ゆ
る
隠
匿
物
資
で
あ
る
た
め
私
人
の
所
持
を
禁
ぜ
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
た
め
詐
欺
罪
の
目
的
と
な
り
え
な

い
も
の
で
は
な
い
。
刑
法
に
お
け
る
財
物
取
財
の
規
定
は
人
の
財
物
に
封
す
る

事
實
上
の
所
持
を
保
護
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
所
持
す
る
者
が

　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

法
律
上
正
當
に
こ
れ
を
所
持
す
る
罐
限
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
た
と

い
刑
法
上
そ
の
所
持
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
現
實
に
こ
れ
を
所
持
し
て

い
る
事
實
が
あ
る
以
上
、
所
持
と
い
う
事
實
上
の
状
態
そ
れ
自
驚
が
掲
立
の
法

盤
と
せ
ら
れ
み
だ
り
に
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て
こ
れ
を
侵
す
こ
と
を
許
さ
ぬ
と

す
る
趣
旨
で
あ
る
。
」
と
い
う
到
決
（
瑠
晒
塞
一
轟
海
獣
貯
触
ハ
砒
蟹
一
一
塑
瓢
碑
仁
瑚
恥
）
、

　
（
判
例
③
）

⑧
「
他
人
に
封
し
恐
喝
の
手
段
を
用
い
て
そ
の
者
が
不
法
に
所
持
す
る
蓮
合
國

占
領
軍
物
資
を
交
付
さ
せ
た
と
き
は
恐
喝
罪
が
成
立
す
る
。
」
と
い
う
到
決
（
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
判
例
④
）

に
細
鉾
砿
淋
建
銀
瓢
耽
鵬
鰍
邸
舗
障
搬
鉾
訓
朋
㌃
）
、
ま
た
㈲
「
法
令
上
公
傷
年
金
の
受

給
権
を
澹
保
に
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
結
果
國
鐵
公
傷
年
金
謹
書
を
借

受
金
の
捲
保
と
し
て
差
入
れ
た
こ
と
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
受
取

つ
た
者
の
右
謹
書
の
事
實
上
の
所
持
そ
の
も
の
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
欺
岡
手
段
を
用
い
て
右
謹
書
を
交
付
さ
せ
た
行
爲
は
刑
法
二
四
二
條

に
い
わ
ゆ
る
『
他
人
ノ
財
物
ト
看
傲
』
さ
れ
た
自
己
の
財
物
を
騙
取
し
た
詐
欺

罪
に
該
當
す
る
。
」
と
い
う
到
決
（
瑠
煎
髪
一
轟
涛
幽
麺
㌧
泌
触
ゼ
翻
一
一
廼
簾
巡
逝
一
）
、

が
あ
り
、
こ
の
到
決
に
よ
り
大
正
七
年
（
れ
）
二
二
〇
號
、
同
年
九
月
二
五
日

大
審
院
到
決
（
刑
繊
一
一
洒
醐
）
は
攣
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
り
、

他
人
の
事
實
上
の
支
配
内
に
あ
る
本
件
自
動
車
を
無
断
で
運
び
去
つ
た
被
告
人

の
所
爲
を
窃
盗
罪
に
當
る
と
し
た
原
判
決
の
判
断
は
正
當
で
あ
る
。

　
◎
叉
上
告
趣
意
第
二
黙
の
所
論
は
、
本
件
自
動
車
が
他
人
の
財
物
で
あ
る
こ

と
を
被
告
人
が
知
ら
な
か
つ
た
事
貿
は
窃
盗
の
犯
意
が
な
か
つ
た
こ
と
に
他
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
　
（
一
六
九
七
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

ら
な
い
の
に
、
原
判
決
が
、
犯
意
が
あ
つ
た
と
到
示
し
た
の
は
、
刑
法
三
八
條

三
項
の
解
縄
を
誤
り
、
引
用
の
到
例
に
違
反
す
る
、
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、

原
判
決
は
、
被
告
人
が
他
人
の
事
實
上
所
持
す
る
自
動
車
で
あ
る
こ
と
を
知
の

な
が
ら
そ
の
者
の
意
思
に
反
し
て
こ
れ
を
自
己
の
所
持
支
配
内
に
入
れ
る
意
思

を
も
つ
て
原
到
示
所
爲
に
及
ん
だ
事
實
を
認
め
た
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
、
論

旨
主
張
の
よ
う
な
事
實
を
認
定
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
到
文
上
明
ら
か
で
あ
る

か
ら
、
所
論
は
原
到
示
に
副
わ
な
い
主
張
で
あ
り
、
論
旨
引
用
の
到
例
は
い
ず

れ
も
事
案
を
異
に
し
、
本
件
に
適
切
で
な
い
。

　
【
評
繹
】
結
論
に
肯
定
、
理
由
に
反
封
。

　
本
到
例
に
あ
つ
て
は
、
上
告
理
由
、
到
決
文
と
も
問
題
鮎
を
主
と
し
て
二
つ
に

分
け
て
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
順
次
楡
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
問
題
鮎
e
は
一
見
し
て
明
白
な
よ
う
に
、
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
を
め
ぐ
る
も

の
で
あ
る
。
印
ち
、
本
到
例
は
前
掲
判
例
①
な
い
し
④
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
は
他
人
の
所
持
、
占
有
で
あ
り
、
そ
れ
は
財
物
に

封
す
る
抽
象
的
な
法
律
關
係
で
は
な
く
て
具
腱
的
な
事
實
上
の
支
配
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
支
配
が
所
有
灌
そ
の
他
の
本
灌
に
基

づ
か
な
く
と
も
、
こ
れ
を
侵
害
す
る
行
爲
は
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
と
す
る
原
判

決
を
全
面
的
に
支
持
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
問
題
と
な
つ
た
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
（
窃
盗
罪
に
限
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
　
（
一
六
九
八
）

ず
、
横
領
罪
を
除
く
財
物
罪
一
般
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
窃
盗
罪

の
場
合
は
、
直
接
攻
撃
の
封
象
と
な
る
も
の
が
「
他
人
ノ
所
持
一
で
あ
る
だ
け

に
も
つ
と
も
典
型
的
な
問
題
と
な
る
）
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
す
で
に
他
の
機

會
に
鰯
れ
た
（
拙
稿
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
、
綜
合
法
學
一
九
六
〇
年
九
月
號
七

〇
頁
以
下
）
の
で
、
論
述
上
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
、
で
き
る
だ
け
重

複
を
避
け
る
た
め
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
（
從
つ
て
本
稿
と
同
時
に
前
記
拙
稿

を
参
照
さ
れ
た
い
）
が
、
こ
の
窃
盗
罪
そ
の
他
の
財
物
取
得
罪
の
保
護
法
盆
に

つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
學
説
上
、
所
有
権
叉
は
そ
の
他
の
本
灌
に
基
づ
く

占
有
と
解
す
る
説
（
通
説
。
以
下
所
有
権
説
と
略
稻
す
る
）
と
所
持
（
占
有
権
）

説
（
少
敷
読
）
と
が
あ
り
、
到
例
は
、
ド
イ
ッ
刑
法
の
よ
う
に
明
文
規
定
を
も

た
な
い
わ
が
刑
法
に
お
い
て
も
、
從
來
、
一
貫
し
て
「
不
法
領
得
ノ
意
思
」
を

必
要
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
所
有
灌
説
を
前
提
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
剣
例
⑤
）

と
は
、
多
く
の
學
者
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
窃
盗

罪
ハ
不
法
二
領
得
ス
ル
意
思
ヲ
以
テ
他
人
ノ
事
實
上
ノ
支
配
ヲ
侵
シ
他
人
ノ
所

有
物
ヲ
自
己
ノ
支
配
内
二
移
ス
行
爲
ナ
レ
ハ
（
大
正
三
年
六
月
＋
日
宣
告
同
年

（
れ
）
第
一
一
〇
六
號
事
件
ノ
判
決
参
照
）
本
罪
ノ
成
立
二
必
要
ナ
ル
故
意
ア
リ

ト
ス
ル
ニ
ハ
法
定
ノ
犯
罪
構
成
要
件
タ
ル
事
實
二
付
キ
認
識
ア
ル
ヲ
以
テ
足
レ

リ
ト
セ
ス
不
法
二
物
ヲ
自
己
二
領
得
ス
ル
意
思
ア
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
而
シ
テ
所
謂

領
得
ノ
意
思
ト
ハ
槽
利
者
ヲ
排
除
シ
テ
他
人
ノ
物
ヲ
自
己
ノ
所
有
物
ト
シ
テ
其

脛
濟
的
用
途
二
從
ヒ
之
ヲ
利
用
若
ク
ハ
堪
分
ス
ル
ノ
意
思
二
外
ナ
ラ
ス
」
（
獄
醐



課
塑
パ
奎
酬
簸
）
と
い
う
判
例
は
、
小
學
校
教
員
が
奉
職
中
の
小
學
校
の
校
長

に
街
む
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
、
そ
の
失
脚
を
圖
つ
て
、
教
育
勅
語
謄
本
等
を
自
己

の
受
持
教
室
の
天
井
裏
に
隠
匿
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
自
己
に
領
得
す
る
の
意

思
に
出
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
窃
盗
罪
を
以
つ
て
論
ず
べ
き
で
は
な
い
と
し
た

も
の
で
、
不
法
領
得
の
意
思
に
關
す
る
代
表
的
到
例
と
し
て
學
者
が
よ
く
こ
れ

を
引
用
す
る
が
、
同
旨
の
剣
決
は
奮
司
法
制
度
下
に
お
い
て
大
審
院
に
よ
つ
て

繰
り
返
え
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
新
制
度
に
な
つ
て
か
ら
も
最
高
裁
は
大
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
到
例
⑥
）

院
同
様
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
積
極
説
を
踏
襲
し
「
…
…
そ
も
そ
も
、
刑

法
上
窃
盗
罪
の
成
立
に
必
要
な
不
法
額
得
の
意
思
と
は
、
権
利
者
を
排
除
し
他

人
の
物
を
自
己
の
所
有
物
と
同
様
に
そ
の
脛
濟
的
用
法
に
從
い
こ
れ
を
利
用
し

叉
は
庭
分
す
る
意
思
を
い
う
…
…
」
（
畷
籍
磁
騨
禰
弛
｛
些
亭
疋
い
聯
竃
慰
離
雛
糊
猷
二

塑
一
軌
滴
嬢
七
、
）
と
し
て
い
る
。
叉
刑
法
二
四
二
條
に
い
わ
ゆ
る
「
占
有
一
の
意

　
　
　
　
　
　
　
（
剣
例
⑦
）

義
に
關
し
て
古
く
「
自
己
ノ
財
物
ニ
シ
テ
他
人
ノ
占
有
二
囑
ス
ル
モ
ノ
ヲ
窃
取

叉
ハ
騙
取
ス
ル
ト
キ
ハ
刑
法
第
二
百
四
十
二
條
第
二
百
五
十
一
條
二
依
リ
窃
盗

罪
叉
ハ
詐
欺
罪
ヲ
構
成
ス
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
ト
錐
モ
此
ノ
規
定
ハ
占
有
者
力
適

法
二
其
占
有
権
ヲ
以
テ
所
有
者
二
封
抗
シ
得
ル
場
合
二
限
リ
テ
適
用
セ
ラ
ル
ヘ

キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
ノ
如
キ
封
抗
ノ
存
セ
サ
ル
場
合
二
於
テ
此
ノ
規
定
二
依
リ
占

有
者
ヲ
保
護
シ
所
有
者
ヲ
庭
罰
ス
ヘ
キ
理
由
存
セ
ス
」
（
献
潮
訟
配
塾
ヨ
加
配
）

（
判
例
⑧
）

「
本
院
到
例
二
徴
ス
ル
ニ
救
上
ノ
規
定
ρ
刑
法
二
四
二
條
、
筆
者
註
）
ハ
占
有
者

ヵ
適
法
二
其
ノ
占
有
権
ヲ
以
テ
所
有
者
二
封
抗
シ
得
ヘ
キ
場
合
二
限
リ
テ
適
用

　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
測
例
Φ
じ

セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
告
以
テ
云
々
」
（
緬
整
難
ひ
璽
、
荊
法
笙
夏

十
一
條
二
依
リ
詐
欺
罪
二
準
用
セ
ラ
ル
ル
同
法
第
二
百
四
十
二
條
二
自
己
ノ
財

物
ト
錐
他
人
ノ
占
有
二
馬
シ
…
…
他
人
ノ
財
物
ト
看
倣
ス
ト
ア
ル
ハ
自
己
ノ
所

有
二
係
ル
財
物
ト
錐
之
ヲ
占
有
セ
ル
他
人
ヵ
適
法
二
其
占
有
権
ヲ
以
テ
所
有
者

二
封
抗
シ
得
ル
場
合
ニ
ハ
之
ヲ
他
人
ノ
財
物
ト
看
倣
ス
ト
ノ
意
義
ナ
リ
ト
ス
」

（
漱
賜
瑠
湘
靴
ル
拡
か
恥
八
）
と
し
て
い
る
の
も
、
更
に
は
叉
い
わ
ゆ
る
使
用
窃
盗
を

否
定
す
る
（
例
え
ば
大
剣
大
正
九
・
二
・
四
刑
録
二
六
輯
二
六
頁
）
の
も
、
何

れ
も
所
有
権
説
を
前
提
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
要
す
る
に

到
例
は
、
傳
統
的
に
所
有
灌
読
に
よ
つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
右
の
傳
統
的
な
立
場
は
、
近
年
財
物
罪
の
保
護
法
盆
に
つ
い
て
明

ら
か
に
所
持
で
あ
る
と
す
る
到
例
が
出
て
動
描
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
代
表
的
な
も
の
が
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
本
到
例
中
に
も
引
用
さ
れ
た
到
例

①
な
い
し
④
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
四
剣
例
を
や
や
詳
し
く
槍
討
し
て
み
る
と

到
例
①
な
い
し
③
と
到
例
④
と
で
は
必
ら
ず
し
も
同
一
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
、

と
い
う
よ
り
は
論
じ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
帥
ち
、
前
三
者
は
、
等
し
く
そ
の
客
豊
が
不
法
の
占
有
に
よ
る
も
の

で
は
あ
つ
て
も
、
行
爲
者
の
所
有
灌
と
は
無
關
係
な
財
物
だ
要
す
る
に
他
人
の

物
）
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
從
來
の
通
説
た

る
所
有
権
説
に
從
つ
て
も
、
倫
、
犯
罪
は
成
立
す
る
と
目
す
べ
き
場
合
で
、
所

有
灌
読
、
所
持
読
と
も
結
論
は
同
一
に
麟
着
す
る
。
い
わ
ゆ
る
禁
制
品
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
（
一
六
九
九
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

て
、
所
持
読
を
主
張
さ
れ
る
牧
野
博
士
や
木
村
博
士
が
禁
制
品
の
所
持
も
所
持

と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
解
す
る
（
牧
野
・
刑
法
各
論
下
巻
、
昭
和
三
一
年
、
五
九

一
頁
以
下
、
と
く
に
五
九
四
頁
、
木
村
・
刑
法
各
論
、
昭
和
三
二
年
、
一
〇
八

頁
）
の
は
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
所
有
灌
読
を
と
る
瀧
川
博
士
も
「
禁
制
品
は

法
上
、
所
有
と
か
所
持
を
禁
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
無
主
物
ま
た
は

支
配
離
腕
物
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
禁
制
品
に
つ
い
て
も

窃
盗
罪
は
成
立
す
る
と
さ
れ
る
（
瀧
川
・
刑
法
各
論
一
一
八
頁
）
。
叉
到
例
も
、

古
く
、
こ
の
鮎
に
つ
い
て
明
確
な
到
示
を
興
え
た
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
も

　
　
　
　
　
（
判
例
⑩
）

の
が
あ
る
。
「
元
來
奪
取
ト
ハ
人
ノ
財
物
二
封
ス
ル
所
有
権
叉
ハ
所
持
ヲ
不
法

二
槻
奪
ス
ル
ヲ
謂
フ
而
シ
テ
大
正
四
年
關
東
都
督
府
令
第
五
號
『
モ
ル
ヒ
ネ
』

『
コ
カ
イ
ン
』
ノ
取
締
二
關
ス
ル
件
ヲ
按
ス
ル
ニ
第
一
條
ニ
ハ
『
何
人
ト
錐
正

當
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
「
モ
ル
ヒ
ネ
」
「
コ
カ
イ
ン
」
叉
ハ
其
ノ
注
射
器
ヲ
所
有

叉
ハ
所
持
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
』
ト
規
定
シ
第
九
條
ニ
ハ
『
第
一
條
乃
至
第
四
條

二
違
反
シ
タ
ル
者
ノ
所
有
叉
ハ
所
持
ス
ル
「
モ
ル
ヒ
ネ
」
「
コ
カ
イ
ソ
」
叉
ハ

其
ノ
注
射
器
ハ
警
察
庭
分
ヲ
以
テ
之
ヲ
没
牧
ス
』
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
『
モ
ル
ヒ

ネ
』
ノ
如
キ
ハ
正
當
ノ
事
由
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
所
有
椹
ノ
目
的
物
ト
爲
リ
得
ヘ
キ

財
物
ナ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
リ
ト
ス
然
リ
而
シ
テ
正
當
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
之
ヲ
所
有

叉
ハ
所
持
ス
ル
者
二
封
シ
テ
ハ
警
察
庭
分
ヲ
以
テ
没
牧
シ
其
ノ
麦
配
力
ヲ
奪
フ

コ
ト
ヲ
得
レ
ト
モ
其
ノ
所
有
者
叉
ハ
所
持
者
ト
李
等
關
係
二
立
テ
ル
一
私
人
ハ

其
ノ
支
配
力
ヲ
奪
フ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
斯
ク
財
物
二
封
ス
ル
支
配
力
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
　
（
’
七
〇
〇
）

一
私
人
ノ
爲
メ
ニ
奪
ハ
レ
サ
ル
ヘ
キ
朕
態
ハ
亦
以
テ
法
律
ノ
保
護
ス
ル
利
盆
ノ

一
種
即
チ
法
盆
ノ
一
種
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
換
言
ス
レ
ハ
其
ノ
歌
態
モ

亦
法
律
ノ
保
護
ス
ル
所
有
叉
ハ
所
持
ニ
シ
テ
一
私
人
力
不
法
二
之
ヲ
奪
フ
行
爲

ハ
奪
取
罪
ヲ
構
成
ス
ト
論
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
況
ン
ヤ
本
件
『
モ
ル
ヒ
ネ
』
ハ
南

満
洲
鐵
道
株
式
會
肚
力
其
ノ
業
務
上
他
人
ノ
委
託
二
基
キ
占
有
保
管
セ
ル
モ
ノ

ナ
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
」
（
瑚
凍
醐
腐
導
磁
識
配
誰
錦
瑚
厭
蹴
証
島
）
。
從
つ
て
判
例
①
な
い
し

③
の
判
例
に
つ
い
て
は
所
持
そ
の
も
の
を
保
護
法
盆
と
し
な
く
と
も
、
傳
統
的

な
立
場
か
ら
も
充
分
同
じ
蹄
結
を
導
き
得
る
筈
で
あ
つ
た
。
た
だ
到
例
④
の
み

が
本
件
到
例
と
直
接
共
通
性
を
も
つ
も
の
、
印
ち
、
と
も
に
、
刑
法
二
四
二
條

に
い
わ
ゆ
る
「
占
有
」
の
意
義
に
關
す
る
も
の
で
、
前
三
者
と
は
同
時
に
論
ぜ

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
從
つ
て
本
到
決
に
と
つ
て
も
、
亦
同
様
到
例
④

に
と
っ
て
も
先
例
と
は
な
り
得
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
寺
尾

調
査
官
が
本
件
到
例
解
説
に
お
い
て
判
例
①
な
い
し
③
と
④
と
を
無
差
別
に
列

學
し
て
い
る
黙
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
寺
尾
・
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
事
例
、

法
曹
時
報
＋
二
巻
六
號
一
五
三
頁
）
の
も
、
叉
井
上
教
授
が
到
例
①
及
び
②
に

つ
い
て
「
こ
れ
は
理
論
的
に
み
て
必
ず
し
も
新
し
い
考
え
方
で
は
な
く
、
到
例

④
の
先
例
と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
井
上
・
財

産
犯
の
諸
問
題
（
三
）
警
察
砺
究
三
一
巻
五
號
五
八
頁
）
の
も
正
當
で
あ
る
（
も

つ
と
も
判
例
④
と
本
件
の
場
合
と
で
は
、
侵
さ
れ
た
所
持
が
最
初
か
ら
不
法
で

あ
つ
た
か
、
そ
れ
と
も
占
有
當
初
は
適
法
だ
つ
た
も
の
が
、
途
中
か
ら
不
法
に



憂
つ
た
、
か
の
差
異
の
あ
る
こ
と
も
看
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
）
。
さ
て
、

刑
法
二
四
二
條
に
い
わ
ゆ
る
「
占
有
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
從
來
判
例
は
む
し

ろ
反
封
の
態
度
を
明
示
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
読
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
傳
統
的
な
到
例
と
本
件
到
決
と
は
一
見
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
お
り
、
結
論
も

大
き
く
異
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
主
張
も
最
高
裁
と
し
て
始
め
て
提
唱
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
に
更
め
て
心
を
と
め
る
必
要
は
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
即
ち
昭
和
二
四
年
四
月
二
六
日
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷
は
「
原
到
決
は
、

被
告
人
が
『
土
橋
一
雄
保
管
の
生
ゴ
ム
』
約
六
貫
匁
を
窃
取
し
た
こ
と
を
到
示

し
て
い
る
だ
け
で
、
第
一
審
判
決
の
よ
う
に
右
の
生
ゴ
ム
が
人
（
同
人
の
、
・
・
ろ

プ
リ
ン
ト
か
？
　
筆
者
註
）
の
所
有
物
で
あ
つ
た
こ
と
を
認
定
し
て
は
い
な
い
。

し
か
し
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
他
人
の
管
理
に
馬
す
る
財
物
を
窃
取

す
る
こ
と
を
以
て
足
り
、
そ
の
財
物
が
何
人
の
所
有
に
驕
す
る
か
は
問
う
と
こ

ろ
で
な
い
か
ら
、
原
判
決
に
は
論
旨
一
に
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
審
理
不
壷

の
蓮
法
は
な
い
」
（
塞
繍
蟹
釜
塑
薙
軌
）
封
示
し
て
い
る
．
響
こ
こ

で
は
、
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
爲
に
は
客
艦
が
他
人
の
管
理
に
麗
す
る
（
他
人
の

所
持
す
る
）
物
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
か
つ
そ
れ
で
充
分
と
す
る
の
で
あ
つ

て
、
所
有
者
が
何
人
で
あ
る
か
は
勿
論
、
自
己
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
（
他
人

所
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
）
も
必
要
で
は
な
い
と
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ

る
。
こ
れ
は
保
護
法
盆
に
つ
い
て
と
く
に
意
識
的
に
爲
さ
れ
た
到
例
で
も
な

く
、
あ
ま
り
重
覗
さ
れ
は
し
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
本
件
到
例
に
至
る
ワ

　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

ン
・
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
叉
本
件
判
旨
に
非
常
に
近
い
も
の
と
し
て
私
に
は
關
心

が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
に
つ
い
て
は
下
級
審
の
中
で
は
す
で
に
所
持
を

窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
と
明
示
し
た
も
の
が
あ
つ
た
。
例
え
ば
「
假
に
右
被
害
者

が
F
所
有
の
自
韓
車
を
窃
取
し
た
犯
人
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
窃
盗
罪
の
法
盆

た
る
所
持
（
占
有
）
は
物
に
封
す
る
事
實
上
の
支
配
で
あ
つ
て
、
そ
の
物
に
封

す
る
事
實
上
の
支
配
關
係
が
認
め
ら
れ
る
限
り
そ
の
支
配
が
適
法
で
あ
る
と
否

と
に
拘
ら
ず
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
と
な
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
右
の
よ
う
な
窃
盗
犯
人
か
ら
更
に
賠
物
を
窃
取
し
た
場
合
に
お
い
て
も
窃

盗
罪
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
當
で
あ
る
」
（
諫
鯨
惰
朝
輔
醜
龍
蹴
晦
細
勤

調
恥
九
）
。
勿
論
こ
れ
は
一
讃
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
己
所
有
の
物
に
關
す
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
判
例
と
重
な
り
合
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
到
例

①
な
い
し
③
の
延
長
と
見
ら
れ
、
叉
、
こ
の
場
合
に
は
、
所
有
権
読
も
窃
盗
罪

の
成
立
を
認
め
る
黙
で
は
結
論
を
一
に
す
る
が
、
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
そ
の
も

の
に
つ
い
て
明
言
し
て
こ
れ
を
「
所
持
」
と
し
て
い
る
一
例
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
叉
最
高
裁
自
膣
す
で
に
到
例
①
な
い
し
④
に
お
い
て
財
物
罪
一
般
に
つ
い

て
保
護
法
盆
を
所
持
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
窃
盗
罪
の
場
合
も
そ
の
保
護
法

盆
を
「
所
持
」
と
す
る
こ
と
の
下
地
は
す
で
に
充
分
で
あ
つ
た
と
云
え
る
し
、

二
四
二
條
の
「
占
有
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
判
例
④
（
澹
保
に
供

し
た
國
鐵
公
傷
年
金
謹
書
に
封
す
る
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
た
最
高
裁
昭
和
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
　
（
一
七
〇
一
）



　
　
　
　
判
　
例
　
硯
　
究

四
年
八
月
二
八
日
第
二
小
法
廷
判
決
）
は
「
刑
法
二
四
二
條
、
二
五
一
條
の
規

定
を
も
つ
て
、
正
穫
限
に
よ
り
他
人
の
占
有
す
る
自
己
の
財
物
の
場
合
に
限
り

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
た
大
審
院
判
例
（
鍬
証
吼
鵬
綾
調
、
一
症
耶
刑
）
は
攣
更
を

冤
れ
な
い
」
と
ま
で
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
本
到
決
も

亦
「
こ
の
到
例
（
剣
例
④
の
こ
と
、
筆
者
註
）
に
よ
り
大
正
七
年
九
月
二
五
日

大
審
院
到
決
は
攣
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
…
…
。
」
と
論

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
叉
到
例
④
も
本
件
判
決
同
様
、
昭
和
二
四
年
二
月
一
五

日
第
二
小
法
廷
到
決
及
び
同
二
五
年
四
月
二
日
第
三
小
法
廷
判
決
を
引
用
し

い
る
が
、
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
當
該
財
物
が
法
令

の
規
定
に
よ
る
所
持
禁
止
物
で
は
あ
る
が
、
結
局
「
自
己
（
犯
人
）
の
物
」
で

は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
自
己
所
有
物
の
場
合
と
は
事
情
が
異

る
と
い
う
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
重
大
な
差
異
を
無
覗
し

て
立
論
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
同
じ
過

誤
が
今
度
の
到
決
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
判

例
④
に
つ
い
て
は
、
當
時
、
栗
田
最
高
裁
調
査
官
が
解
説
の
中
で
恩
給
そ
の
他

の
公
的
年
金
の
受
給
穣
を
譲
渡
し
叉
は
捲
保
に
供
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
趣
旨

の
規
定
は
受
給
権
の
保
護
規
定
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
大
正
七
年
九
月
二
五
日

の
到
決
は
、
年
金
の
受
給
者
が
敢
え
て
街
の
貸
金
業
者
に
頼
ら
な
く
て
も
國
民

金
融
公
庫
の
よ
う
な
低
利
の
金
融
機
關
を
利
用
す
る
途
が
拓
か
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
後
に
は
必
ら
ず
し
も
事
案
の
合
理
的
な
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
と
は
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
　
（
一
七
〇
二
）

な
い
。
從
っ
て
こ
れ
が
從
來
の
判
例
を
一
學
に
覆
し
去
る
意
義
を
も
つ
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
愼
重
に
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
叉
、
刑
法
二
四
二
條
全
般

の
問
題
と
し
て
考
察
す
る
と
き
規
定
の
沿
革
、
民
法
と
刑
法
と
の
目
的
の
相

違
、
現
實
の
吐
會
状
態
等
か
ら
少
数
読
を
全
面
的
に
受
入
れ
る
に
は
躊
躇
せ
ざ

る
を
得
な
い
、
等
の
理
由
か
ら
、
こ
の
到
決
の
趣
旨
も
「
到
決
要
旨
に
摘
示
さ

れ
た
趣
旨
に
限
定
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
刑
法
二
四
二
條
（
二
五
一

條
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
）
の
一
般
解
繹
を
打
出
し
た
趣
旨
で
は
な

い
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
重
要
な
獲
言
を
し
て
お
ら
れ
る
（
法

曹
時
報
一
一
巻
二
號
一
四
二
－
三
頁
）
。
し
か
し
乍
ら
今
度
の
判
決
が
要
す

る
に
犯
人
以
外
の
者
の
財
物
の
場
合
も
自
己
所
有
の
物
の
場
合
も
書
一
に
論
じ

て
い
る
以
上
、
最
高
裁
と
し
て
は
一
鷹
刑
法
二
四
二
條
（
二
五
一
條
に
よ
り
準

用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
）
の
一
般
解
羅
と
し
て
少
籔
説
を
探
用
し
た
と
解
し
た

方
が
素
直
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
到
例
④

の
場
合
も
、
今
度
の
到
決
の
場
合
も
、
事
案
は
そ
れ
ぞ
れ
詐
欺
罪
、
窃
盗
罪
の

成
立
を
認
め
る
べ
き
場
合
で
あ
つ
た
事
に
お
そ
ら
く
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
か

ら
、
到
例
の
趣
旨
を
栗
田
調
査
官
の
よ
う
に
限
定
的
に
解
す
べ
き
だ
（
今
度
の

剣
決
に
つ
い
て
も
、
寺
尾
調
査
官
は
、
刑
法
二
四
二
條
の
一
般
解
繹
と
し
て
通

説
的
立
場
を
覆
す
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
軍
に
本
件
の
具

艦
的
事
實
關
係
に
立
つ
て
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
解
す

る
蝕
地
も
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
法
曹
時
報
一
二
巻
六
號
一
五
四
頁
）
と
し



て
も
、
今
度
の
判
決
に
お
け
る
到
例
引
用
の
方
法
を
考
え
て
も
、
叉
、
事
案
の

個
別
具
髄
的
な
事
情
は
さ
ほ
ど
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
到
決
要
旨
だ
け
抽
象

的
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
刑
法
二
四
二
條
の
一
般
解
羅
と
し
て
、

通
読
的
立
場
（
所
有
灌
読
）
は
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
さ
れ
た
と
い
う
印
象
が
強
い

の
は
、
た
だ
筆
者
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
（
例
え
ば
最
近
の
判
例
を
中
心

と
し
て
財
産
犯
の
問
題
鮎
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
詳
細
、
か
つ
地
味
に
そ
の
分

析
と
批
剣
を
試
み
て
お
ら
れ
る
井
上
教
授
も
、
す
で
に
、
判
例
④
に
封
す
る
栗

田
調
査
官
の
限
定
説
に
封
し
、
「
判
例
の
理
解
と
し
て
は
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
理
論
の
問
題
と
し
て
み
る
と
き
、

國
鐵
公
傷
年
金
護
書
を
澹
保
に
供
し
た
ば
あ
い
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
理
由
か

ら
、
所
有
権
そ
の
他
の
本
椹
の
侵
害
が
な
く
と
も
詐
欺
罪
を
構
成
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
所
持
じ
た
い
を
法
盆

と
す
る
以
外
に
な
く
、
所
持
じ
た
い
を
法
釜
と
す
れ
ぽ
、
本
件
の
ご
と
き
ぽ
あ

い
に
限
定
さ
れ
な
い
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
井
上
・
前
掲
論
丈
、
警
察
研
究
三

一
巻
五
號
六
〇
頁
）
。
從
つ
て
も
し
、
判
例
の
趣
旨
が
眞
に
前
記
栗
田
・
寺
尾

爾
調
査
官
の
説
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
く
と
も
そ
の
読
明

は
甚
だ
不
充
分
で
、
誤
解
を
生
ず
る
危
陰
が
多
分
に
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
本
件
に
お
い
て
は
被
害
者
が
會
肚
更
生
法
に
よ
る
更
生
會
肚
で
あ
つ
た

こ
と
も
一
感
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
譲
渡
捲
保
に
お
い
て
は
、
目
的

　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

物
が
設
定
者
（
債
務
者
）
の
占
有
に
あ
つ
て
も
、
一
般
債
権
者
は
こ
れ
に
封
し

て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
我
妻
・
捲
保
物
権
法
二
三
五
頁
）
。
何
と
な

れ
ば
、
内
部
關
係
は
別
と
し
て
、
第
三
者
と
の
關
係
に
お
い
て
は
、
譲
渡
澹
保

契
約
に
よ
つ
て
財
産
は
何
ら
の
物
権
的
制
限
を
も
俘
わ
ず
債
灌
者
に
移
轄
す
る

（
我
妻
・
前
掲
書
二
二
七
頁
）
か
ら
、
た
と
え
更
生
手
績
が
開
始
さ
れ
て
も
、

推
保
灌
者
は
取
戻
権
（
六
二
條
以
下
）
を
有
す
る
。
し
か
し
、
他
方
、
更
生
手

績
開
始
の
決
定
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
會
肚
の
事
業
の
輕
螢
並
び
に
財

産
の
管
理
及
び
庭
分
を
す
る
権
利
は
管
財
人
に
專
驕
す
る
（
三
五
條
）
か
ら
、

取
戻
灌
の
實
行
も
管
財
人
の
承
認
を
得
た
上
で
爲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

の
承
認
は
叉
場
合
に
よ
つ
て
は
裁
判
所
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
（
五
四
條
）
。
た
だ
本
件
の
場
合
は
、
被
告
人
側
の
主
張
が
事
實
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
譲
渡
捲
保
契
約
に
基
づ
い
て
取
戻
権
を
行
使
し
得
る
の
で
は
な

く
、
封
外
的
に
も
封
内
的
に
も
完
全
に
所
有
灌
を
も
つ
被
告
人
が
、
不
法
な
占

有
を
排
除
し
て
返
還
を
講
求
す
る
場
合
で
あ
つ
て
取
戻
灌
の
規
定
に
基
づ
く
ま

で
も
な
い
と
解
さ
れ
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
謹
族
ρ
契
約
書
、
誓
約

書
）
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
蓮
輔
手
1
（
會
杜
側
）
の
占
有
は
そ
の
當

初
に
お
い
て
適
法
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
被
告
人
側
の
主
張
が
も
し
眞
實
で
あ

つ
た
と
し
て
も
、
會
肚
側
の
占
有
が
實
質
的
に
不
法
と
な
っ
た
の
は
事
後
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
占
有
が
そ
も
そ
も
不
法
に
始
ま
つ
た
場

合
（
例
え
ば
窃
盗
）
と
は
事
情
上
同
一
覗
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
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の
こ
と
は
、
例
え
ば
借
家
人
が
債
務
不
履
行
に
基
づ
き
賃
貸
借
契
約
が
解
除
さ

れ
た
後
も
不
法
に
借
家
を
占
振
す
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
こ
れ
を
追
い
出
す
爲

に
屋
根
瓦
を
剥
い
だ
り
す
る
こ
と
は
灌
利
行
使
の
枠
を
逸
脱
す
る
も
の
と
し
て

建
造
物
損
壊
罪
を
成
立
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
を
考
え
れ
ぽ
理
解
で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る
に
本
件
の
場
合
、
到
例
に
あ
ら
わ
れ
た
事
實

か
ら
だ
け
で
は
譲
渡
捲
保
契
約
に
つ
い
て
の
封
内
効
力
の
程
度
帥
ち
普
通
の
、

到
例
に
い
わ
ゆ
る
外
部
的
移
韓
の
場
合
か
、
特
約
あ
る
、
到
例
に
い
わ
ゆ
る
内

外
共
に
移
輔
す
る
場
合
な
の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
犯
行
當
時
自
動
車
の
所
有

灌
が
名
實
共
に
被
告
人
の
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
被
告
人
の
行
爲
は
構
利

行
使
と
し
て
要
當
と
は
云
え
ず
、
こ
の
よ
う
な
私
力
救
濟
的
手
段
は
違
法
性
を

阻
却
す
る
自
力
救
濟
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
現
行
法
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
被
告
人
の
行
爲
は
た
と
え
通
読
的
立
場
（
所

有
椹
設
）
に
立
つ
て
み
て
も
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
む
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
寺
尾
調
査
官
の
限
定
読
も
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
通
説

的
立
場
か
ら
端
的
に
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
、
し
か
も
そ
の

方
が
よ
り
妥
當
で
あ
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
問
題
融
⇔
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
が
、
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
を
他
人
の
所
持

（
軍
な
る
所
持
）
と
解
す
る
根
本
態
度
を
と
る
か
ら
、
窃
盗
の
故
意
は
他
人
の

支
配
内
に
あ
る
財
物
を
そ
れ
と
認
識
し
て
侵
害
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
か
つ

そ
れ
で
足
り
る
わ
け
で
、
從
つ
て
他
人
の
財
物
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
　
（
一
七
〇
四
）

事
貸
は
故
意
を
阻
却
す
る
と
い
う
上
告
趣
意
を
、
原
到
示
に
副
わ
な
い
事
實
を

前
提
と
す
る
も
の
と
し
て
極
め
て
簡
軍
に
排
斥
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
鮎

も
や
や
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
告
趣
意
で
は
「
癖
護
人
等
は
、
會
枇
の
占

有
を
適
法
と
は
考
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
之
を
假
り
に
適
法
な
占
有
あ
り

と
み
る
と
し
て
も
、
被
告
人
に
お
い
て
自
己
に
所
有
灌
あ
り
、
且
つ
占
有
す
る

灌
あ
り
、
會
肚
の
占
有
は
適
法
な
ら
ず
と
考
へ
、
自
己
の
占
有
に
移
す
こ
と
が

許
さ
れ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
刑
法
二
四
二
條
叉
は
三
二
五
條
の
構

成
要
件
事
賞
た
る
『
適
法
な
占
有
』
と
い
う
事
實
の
黙
に
錯
誤
を
生
じ
た
も
の

で
あ
り
、
結
局
事
實
の
錯
誤
で
あ
り
、
し
か
ら
ず
と
す
る
も
少
く
も
非
刑
罰
法

規
の
錯
誤
と
し
て
故
意
の
成
立
を
認
め
え
ざ
る
場
合
な
の
で
あ
り
ま
す
」
と
し

て
い
る
が
、
本
件
で
最
も
重
要
な
の
は
債
務
者
側
の
占
有
が
蓮
法
で
あ
る
か
ら

こ
れ
を
自
由
に
蓮
び
去
る
こ
と
は
所
有
者
と
し
て
當
然
許
さ
れ
る
と
考
え
た
鮎

に
あ
り
、
從
つ
て
こ
こ
で
は
何
よ
り
も
蓮
法
性
の
意
識
の
問
題
と
し
て
と
り
あ

げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
蓮
法
性
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
今
日
、

ド
イ
ッ
の
學
読
、
到
例
に
な
ら
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
責
任
読
と
故
意
説
（
認
識
説
、

認
識
可
能
性
説
）
と
の
封
立
が
あ
り
、
故
意
説
に
よ
れ
ぽ
た
し
か
に
事
實
の
錯

誤
の
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
中
で
も
可
能
性
読
に
よ
れ
ば
本
件
被
告
人
の
到
断

は
結
局
濁
断
で
あ
つ
て
、
認
識
の
可
能
性
は
認
め
ら
れ
る
か
ら
故
意
は
阻
却
さ

れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
責
任
読
に
よ
れ
ば
い
わ
ゆ
る
禁
止
の
錯
誤
の
問
題
と
な

り
、
過
失
が
認
め
ら
れ
る
限
り
故
意
行
爲
と
し
て
の
責
任
は
阻
却
さ
れ
な
い
こ



と
に
な
る
。
從
つ
て
故
意
読
を
と
る
か
責
任
読
を
と
る
か
に
よ
つ
て
事
實
の
錯

誤
（
構
成
要
件
の
錯
誤
）
と
さ
れ
る
か
禁
止
の
錯
誤
（
法
律
の
錯
誤
一
）
と
解
さ

れ
る
か
の
差
異
は
生
ず
る
が
、
最
近
有
力
と
解
さ
れ
る
可
能
性
読
叉
は
責
任
説

の
何
れ
の
立
場
を
と
つ
て
も
、
結
果
的
に
は
違
法
性
の
意
識
を
敏
く
の
に
過
失

の
な
か
つ
た
場
合
を
除
い
て
故
意
叉
は
責
任
が
阻
却
さ
れ
ず
犯
罪
は
成
立
す
る

こ
と
に
な
る
。
上
告
理
由
と
し
て
は
事
實
の
錯
誤
と
法
律
の
錯
誤
の
匿
別
に
つ

き
刑
罰
法
令
の
錯
誤
と
非
刑
罰
法
令
の
錯
誤
と
い
う
あ
い
ま
い
な
古
く
さ
い
基

準
に
立
つ
て
い
る
の
が
不
満
に
思
わ
れ
る
し
、
反
面
、
判
決
は
叉
自
己
の
立
場

か
ら
堂
然
の
こ
と
と
し
て
簡
輩
に
之
を
斥
け
去
つ
て
検
討
を
加
え
な
か
つ
た
黙

で
や
や
不
親
切
に
思
わ
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
件
自
膣
に
つ
い
て
見
れ
ば
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
結
論
は

愛
當
と
云
え
る
が
、
保
護
法
盆
を
一
般
的
に
輩
な
る
所
持
と
き
め
、
他
人
の
所

有
物
の
場
合
も
、
自
己
の
所
有
物
の
場
合
も
、
共
に
同
一
に
、
他
人
が
所
持
し

て
い
る
と
い
う
事
實
だ
け
で
窃
盗
の
威
立
を
認
め
た
事
に
は
多
分
に
疑
い
が
も

て
る
し
、
到
例
①
な
い
し
④
及
び
本
件
到
決
が
も
し
一
般
的
に
所
有
権
読
を
す

て
て
所
持
説
へ
と
大
き
く
韓
進
し
た
も
の
と
す
れ
ば
不
法
領
得
の
意
思
も
當
然

に
不
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
最
高
裁
の
到
例
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ

こ
ま
で
到
示
し
た
も
の
は
見
當
ら
ず
、
到
例
と
し
て
一
貫
し
た
流
れ
の
中
に
こ

れ
を
位
置
づ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
更
に
手
績
的
に
見
て
も
、
前
示
到
例
⑥

は
到
例
④
よ
り
も
前
で
あ
る
か
ら
、
も
し
到
例
④
が
眞
に
刑
法
二
四
二
條
の
一

般
的
な
解
縄
に
つ
い
て
傳
統
的
な
立
場
を
一
學
に
覆
す
だ
け
の
重
大
な
意
味
を

も
つ
も
の
と
す
れ
ば
、
た
と
え
直
接
不
法
領
得
の
意
思
を
問
題
と
し
て
判
例
⑥

に
矛
盾
し
、
こ
れ
を
墜
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
所
有
権
説
を
前
提
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と
し
て
不
法
領
得
の
意
思
を
必
要
と
す
る
判
例
⑥
を
實
質
的
に
攣
更
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
大
法
廷
で
到
決
す
べ
き
で
は
な
か
つ
た
か
と
い
う
疑
を
も
つ
の

で
あ
る
（
も
つ
と
も
判
例
①
な
い
し
③
を
含
め
て
所
持
自
髄
を
財
物
罪
の
保
護

法
盆
と
す
る
こ
と
は
、
一
－
三
小
法
廷
全
部
の
判
決
が
出
そ
ろ
つ
て
い
る
）
。
更

に
は
今
春
公
表
さ
れ
た
改
正
刑
法
準
備
草
案
三
四
七
條
が
通
読
の
立
場
か
ら
一

暦
は
つ
き
り
と
「
自
己
の
財
物
で
あ
つ
て
も
、
適
法
な
原
因
に
よ
り
他
人
が
占

有
し
、
叉
は
看
守
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
本
章
の
罪
に
つ
い
て
は
こ
れ
を

他
人
の
財
物
と
み
な
す
」
（
傍
黙
筆
者
）
と
規
定
し
て
い
る
鮎
も
考
え
合
せ
て

更
に
今
後
の
到
例
の
動
向
（
と
く
に
本
件
判
決
等
が
二
四
二
條
の
一
般
的
解
繹

と
し
て
固
定
す
る
か
當
該
事
案
に
限
定
さ
れ
る
か
）
が
注
目
さ
れ
る
、
と
い
う

よ
り
は
窃
盗
罪
の
保
護
法
盆
に
關
す
る
よ
り
綜
合
的
・
艦
系
的
な
到
例
の
整
備

が
待
た
れ
る
。
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